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青函トンネルに生息するネズミ類の寄生虫相

とくに広東住血線虫について

高田伸弘'）山下智2〕

（昭和59年１月４日受領）
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Sei-KanTunnel

cα"Zo"e"s/s，Ｒａｔｍｓ〃o7uegzcws，parasiticfauna，
●

ならびに坑口周辺の地上部で1980年11月と1981年１０，１１

月の計３回，また北海道側の松前郡福島町吉岡の吉岡工

区の坑内で1981年９月と1982年９月の計２回ならびに坑

口周辺の地上部で1981年９月の２回である(Fig.１)．坑

内において捕鼠を試みた実際の場所と回数は，それぞれ

の調査時における工事現場の都合によって一様でなく，

まとめて記述し難いので捕獲できた地点と日付に限って

結果として後述する．

住家性ネズミを対象にした場合は金網カゴ式トラップ

を，野ネズミに対してはシャーマントラップを用いて生

捕を試み，捕獲できた個体はそのまま研究室に持帰り染

色体などの検査に供した後，寄生虫検査のために著者ら

に回された．これらネズミ類はCorbet（1978）にした

がって動物調査班が同定したが，ＲａｔｍＳ〃o7UegiCWSは

北海道大学農学部，阿部永博士の確認同定を得た．ま

た，個体は成熟度によっておおまかに雌雄別幼，若およ

び成獣に区別した．

検査は，体表について外部寄生虫を検索した後，剖検

し，消化管として冑，小腸，大腸(盲腸含む)，そのほか

心，肺肝，腎臓および膀胱を精査した．ただし，野ネ

ズミ類は，染色体の検査材料として優先される上，多く

が全体標本として保存に回されるため剖検することがで

きなかったので，ここではネズミの種名と適宜捕集でき

た外部寄生虫の概要だけを参考として記録した．

緒言

北海道と本州を結ぶ貨客輸送の難点を解決するため

に，総延長53.85kｍの青函海底トンネルの掘削が計画

され，1964年着工以来，工事が続けられ，まず1983年１

月27日に先進導坑が貫通，そして1984年夏には本坑が貫

通の予定である．

これは，ブラキストン線という生物地理学的な境界線

が設定されるほどの広い海峡で隔てられた地域を長大ト

ンネルで結ぶということであり，その掘削地域を中心に

陸上動・植物相の変動が予想されることから，とりあえ

ず開通の前段階でそれら生態系の調査・研究を行なうこ

とになった．このような調査報告は国内外を問わず例を

知らないし，逆に，研究目的のためだけにこのような工

事を企画することもあり得ないわけで，二度とない貴重

な機会ともいえよう．

著者らは，動物相調査班の一員として，とくにネズミ

類の寄生虫相の調査を分担し，興味ある成績を得たので

報告する．

材料と方法

1980年から1983年までのあしかけ４年間に，動物調査

班の一人，小原博士が中心となって，ネズミ類の捕獲と

小動物の採集を兼ねた現地調査が行われた．調査回数

は，本州側の青森県東津軽郡三厩村竜飛の竜飛工区の坑

内で1980年11月，1981年12月および1983年３月の計３回 成績

本研究は文部省特定研究「青函海底トンネル開通が陸

上生態系に与える影響に関する調査研究｣(代表者弘

前大学教養部奈良典明教授）の補助を受けた．記して

謝意を表する．

'）福井医科大学免疫・寄生虫学教室

2】弘前大学医学部寄生虫学教室

１．調査地点の概況

坑内の調査に当っては，本州側竜飛および北海道側吉

岡の工事サイト内に開口する斜坑あるいは立坑から入坑

したが，著者ら自身が実際に入坑したのは２回のみであ

る．坑道は海底下100ｍの地層に幅11ｍの本坑とそれ

（３１）
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Ｆｉｇ．１AlongitudinalsectionoftheSei-KanUnderseaTunnelshowingthesurveyingarea（Modified

fromaguidebookoftheJapaneseNationalRailway)．

●indicateswhereratswerecaptured，○indicateswherenoratswerecaptured，Acindicateswhere

ａｒａｔｗｉｔｈＡ．ｃα"to7ze"siswascaptured・

に並行する幅５ｍの作業坑が伸び,それらの下層に幅５ｍ

の先進導坑が先行して掘られており，これら３本のト

ンネルは一定間隔で縦横に連絡坑により結ばれている．

内部は年間を通じて気温28°Ｃ前後，湿度100％とむし

暑く，海峡中央部の切羽近くでは空中に粉塵も増えるの

で，効果的な換気方法として，坑道すべてを風管として

斜坑から立坑へ抜ける仕組がとられている．この中を貨

車や作業員専用の電車が絶えず走り回り，各所にセメン

トエ場，修理工場，ポンプ室などが配置され，必要に応

じて作業員の食堂や休息所などの居住区が設けられ，そ

の周囲にはかなり頻繁にネズミを目撃できるとの現場作

業員の話が多かった．そこで，実際の捕鼠作業はそのよ

うな居住区を中心に行なったが，トラップ数は比較的少

ないにもかかわらず場所によっては50％以上の捕獲率を

示し，全期間中にドブネズミRaZZZ`Ｓ〃。γＤＣg〃Ｓ1種

だけ計23頭を得た．Ｆｉｇ．１に示すように，竜飛工区では

全域にネズミが生息すると思われたが，吉岡工区では斜

坑底を除き深部では捕獲がなく，1976年５月の大出水に

よる水没以後ネズミが減少したとの工事事務所の話に一

致した．坑内にみられたその他の動物としては，奈良教

授（私信）によれば貧毛目，クモ目，双翅目，多足類が

少数あげられるが，吸虫・条虫類あるいは線虫類の有力

な中間宿主になり得るような軟体動物や節足動物は確認

できなかった．

坑内との対照として，竜飛および吉岡の坑口周辺の地

上部で捕鼠を試みたが，人家周囲で合計７頭のドブネズ

ミ，原野ではそれぞれの地域に生息する異なった種類の

野ネズミが獲れた．

２．竜飛地区のネズミ類の寄生虫相

竜飛工区の直下，海面下140ｍ,本州側入口より14kｍ

の本坑内で，1983年３月16日にドブネズミの幼獣雌１頭

を得たが，寄生虫は見出せなかった．海面下220ｍ,入口

より19kｍの本坑と作業坑にまたがる地点では，1980年

11月５日にドブネズミの成獣９頭(４８５旱)を得たが，

線虫類３種すなわち小腸には２頭に」V鞭osZγo"gyZ"ｓ

６７ａＳｉ此"ｓｉＳと３頭にSZrolZgyZo枕ｓｒａｔＺｉ，膀胱には６

頭にＴ７ｉｃ/ioSomofcJescγαsSjcα〃αがみられた．体表に

はＲａｃｊｙｂＭｉａｅ"sjybraが１個体だけ確認された．さら

に深く海峡中央部の両側からの坑道の接合部に近い海面

下230,,22kｍ地点の先進導坑では，1981年12月12日に

ドブネズミ11頭（２８９旱）が得られ，２頭の膀胱に

Ｔ・Ｃ７ａＳｓｉＣａＭｚがみられたのみであった．ネズミは若

い個体に加えて妊娠雌もみられ，坑内での繁殖ぶりがう

かがえた．

地上部では，坑口近くの人家周辺で1980年11月５日に

得られたドブネズミの幼若獣雄３頭のうち１頭からは，

きわめて多数のZVbγαSガル"SiSとHeZeγα跡幼""Zosa

が検出された．また，工事サイトに臨接する村落で1981

年11月２日に得られた幼獣雌１頭に，肝臓からcysti‐

Ceγc"ｓ/1`MoZαγｉｓ，CqP"ﾙｧｶﾞαノj"αriaz，′l､腸から

ＥＣ/if"ＯＳ‘o、α/Zoγte"se，Ｅ、ｍａＣ７ｏｒｃ/Zｉｓがみられた．人

体感染が指摘されているＥ・ハoγZe,TSCは細かな計測値

は省くが虫体の大きさが9.0～10.5×１．３～1.5ｍｍ，頭疎

は26～28本で，谷（1976）の報告とほぼ一致した．これ

（３２）
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TablelEndo‐andectoparasitesfoundfromR．〃o7uegiaZscapturedinside
andoutsidetheSei-KanTunnel（Tappiarea）
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ＥａｃｈｄｅｐｔｈｉｓｂｅｌｏｗｓｅａｌｅｖｅＬ

Ｏｕｔｓｉｄｅｃｏｖｅｒｓｔｈｅａｒｅａａｒｏｕｎｄｔｈｅｇａｔｅｓｏｆｔｈｅｓｈａｆｔａｎｄｓｌｏｐｅ，
TLargeintestineincludingcecum．

ら地上のドブネズミの体表にはツツガムシ２属３種およ

びノミ１種がみられた（Tableｌ)．

なお，坑口周辺の原野で捕獲されたドブネズミ以外の

野ネズミについては以下に列記するにとどめる．すなわ

ち，ホンドハタネズミＭｆｃ７ｏｍｓ"o"zeM〃ｍｏ"zFMZi

(３８)，ホンドアカネズミ〃o此れ"sWczos"ｓＷ‐

(３３）
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Table2Endo‐andectoparasitesfoundfromR．〃oγuegzc"scapturedinside
●

andoutsidetheSei-KanTunnel（Yoshiokaarea）
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TLargeintestineincludingcecum．

αCs"ｓ（１８）およびホンシュウジネズミｄｏｃｉａ”α

山/"e之"伽ｃ/jisa／（６頭）の体表からツツガムシ３属６

種，トゲダニ１属２種，ケモチダニ１種そしてマダニ１

属３種などが見出された．

３．吉岡地区のネズミ類の寄生虫相

吉岡工区の工事事務所の近くに開口する斜坑の入口か

ら海面下280ｍまで下降した底部の先進導坑の始点，本

州側入口より35kｍの位置で，1981年９月25日におよそ

20個のトラップを設置したところ，ドブネズミ雄２頭を

得た．そのうち成獣１頭の右肺下葉に灰黄色の病変部を

認めて切開したところ，広東住血線虫Ａ"giosZγo,Ｗ此Ｓ

ｃα"ｔｏ"eＭｓ（４８６旱）が検出された．雄虫の平均体長

は24.5（21.0～27.0)ｍｍ，雌虫は36.2(34.0～38.0)ｍｍ

で血液を満たした腸管がラセン状に走る独特の形態は服

部ら（1982）が江差町周辺で得て記載したものと一致し

た．また，肝臓からはｑＭｃｅｒｃ"s／ZMoZαγｉｓとＣｈ‐

piZmriα/icpaticaも見出された．もう１頭の若獣の′I、

腸にはＭ〃ostγo'jgyZ"Ｓｈａｓ〃"ｓｉＳのみを確認した．

なお，本坑と作業坑の本州側入口より３１kｍ地点および

先進導坑の27kｍ地点など深部では１頭も捕獲できなか

った．

地上部では，斜坑口に近い作業員寮周辺で1981年９月

25日にドブネズミの幼獣雄３頭を得たが，大腸にＨ、

幼皿、Csα，体表にトゲダニとノミを１種ずつ見出したに

とどまった（Table２)．

吉岡口周辺の原野では，エゾヤチネズミａｃｔ/jrio"o‐

ｍｙｓ７ｚｄ(/bcα"2`＄（１３)，エゾアカネズミApocZemz`ｓ

Wcios"sα伽（５８１旱)，エゾヒメネズミＡＰｏａｅｍ"Ｓ

α,弓ge"te"ｓ/jｏｈ１ＭｃＪｉ（３８１旱）およびオオアシトガリ

ネズミＳｏ７ｅ工〃"g"iＭａｍＳ（１頭）からツツガムシ，

ケモチダニ，トゲダニおよびマダニがそれぞれ１種ずつ

見出された．野ネズミは本州側とは分布種が明らかに異

なるものであった．

考察

竜飛工区の坑内ではlか所当り２，３個から10個ほど

のトラップをＦｉｇ．１に示した各調査地点内の数か所に

不規則に設置，回収１１頂に混乱もあり正確な捕獲率は算出

し得ないが，場所によっては50％以上のこともあり，作

業員居住区を中心にドブネズミが多数生息していること

が推測された．湿度の高い所を好み，雑食`性のドブネズ

ミは，長い工事期間中に坑口，とくに人や資材を常に多

数送り込んでいる斜坑から侵入してしだいに深部へ達

し，坑内コロニーともいうべき集団を構成していると思

われる．すなわち，寄生虫の中間宿主が全く見出されな

い状態で，単純な発育史で足りる線虫類３種だけが竜飛

工区の19kｍ地点で検出されたが，これは外からの持込

み寄生虫相の残存であろう．さらに深く２２kｍ地点では

Ｔ・ｃ７ａｓｓｉｃａＭａが低率にみられただけで，坑内コロニ

ーはほとんどParasitefreeに近い状態で世代交代を繰

り返しているらしい．まれに外から感染個体が侵入した

としてもそれ以上感染が拡がり難く，やがて消滅してい

たであろう.一方，吉岡工区の深部で水没事故によりネ

ズミが減少して後の状況は，今回の調査だけからは明確

（３４）
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なことはいえない．

捕獲記録のうち，1983年１月の先進導坑貫通後の同年

３月に竜飛口直下の本坑で１頭を得ているが，この地点

は貫通地点からは10kｍ手前で，また先進導坑は貫通し

たという事実だけで現場は調査時には未だ密閉されてお

り，両地区のドブネズミに交流はあり得なかった．しか

し，本坑などと共に全面的に開通した段階では，本州と

北海道の交通が活発になりドブネズミが混り合っていく

ことが推測され，その場合，ドブネズミは船舶に侵入し

て渡航する率がクマネズミよりもかなり低いとされるこ

とから(池田，1967)，本トンネルが青函におけるドブネ

ズミの新しい交流ルートになる可能性も否定できない．

ただ，このような動物相の変動については改めて後日の

調査を重ねなければ断言できない．

坑外の地上部からのネズミの侵入に関連して注目され

るのは，吉岡工区の斜坑底で捕獲された雄１頭の肺から

広東住血線虫が検出された事実である．北海道における

本虫の発見は，大林・折原（1968）に始まり，最近の服

部ら（1982）の調査になる江差町とその沖の奥尻島につ

づき，今回の記録は５か所目となる．日本におけるこれ

までの記録は，南西諸島，小笠原諸島ならびに関東，中

部，中国地方の表日本側に限られ，本州北部には全く記

録がなく，今回も竜飛地区では検出されなかった．矢部

(1979）によれば，ドブネズミはその習性や食性から，

屋内に留まるクマネズミよりも本虫の自然宿主になりや

すいといわれ，今回の場合も吉岡工区の周辺原野に生息

していた感染個体が交通の最も頻繁な斜坑底まで侵入し

たものであろう．したがって，坑内に中間宿主になり得

る軟体動物が見出されない現在，坑内で本虫感染が蔓延

することは考えにくい．ただ，江差町から吉岡までの道

南地方には本虫が比較的広く分布することが考えられる

ので，本虫に感染した北海道側のドブネズミが前述した

ようにトンネルを経て本州側に移住する可能性と機会は

あろう．しかし，今回対照として行なった地上部の調査

では，ドブネズミは幼獣が多かったものの従来報告され

ていた本種の寄生虫相に準ずるものであって，広東住血

線虫は見出されなかった．

なお，野ネズミについては剖検できなかったが，寄生

虫種の一部がドブネズミと共通する意義はあるものの，

もともと坑内に侵入することはあり得ないのでトンネル

開通との直接的関連はうすい．

そのほか，ドブネズミが坑内で相当繁殖していること

から，長谷川（1977）にもあるようにサルモネラやレプ

トスピラなど種々の病原微生物が伝播されること，とく

に最近注目されている韓国型出血熱は地下街で流行した

経緯も知られ留意する必要があろう．さらに，湯山

(1979）も指摘しているように種々の機器設備に対する

ネズミの直接的咬害による短絡や腐食などに伴うさまざ

まの事故が起ることは充分考えられる．

要約

本州と北海道を結ぶ長大な青函海底トンネルの開通が

生態系に与える影響調査の一環として，1980年11月から

1983年３月までの問に，本州側竜飛工区および北海道側

吉岡工区の坑内の作業員居住区で生捕されたドブネズミ

を主体にその寄生虫相を調べ，以下の結果を得た．

１）竜飛工区では，本州側本坑の入口から19kｍの地

点で得たドブネズミ（４８５旱）から，線虫類３種を検

出した．２２kｍ地点の先進導坑では，ドブネズミ（２Ｓ

９旱）からＴ､c7assicazmla（18％）しか見出されず，

坑内で世代交代を繰り返すコロニーがParasitefreeに

近いことが分った．吸虫・条虫類の中間宿主は坑内では

全く確認できなかった．

２）吉岡工区では，深部で捕獲できなかったものの，

坑外と交流の多い斜坑底（海面下280ｍ）のドブネズミ

雄１頭の右肺から広東住血線虫Ａ,zgiostro"ｇｙｍｓＣα"‐

to"e"sｆｓ（４８６旱）が検出され，その疫学的意義が論

議された．

３）両坑口の周辺地上部のドブネズミからは，従来の

報告に準じた普通の寄生虫相が認められた．

４）広東住血線虫など種々の寄生虫に感染したドブネ

ズミが，トンネルの開通に伴って両地域を交流する機会

が今後増すことにより，寄生虫相の変動する可能性も指

摘された．
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! Abstract i

PARASITIC FAUNA OF MURINES INHABITING THE SEI-KAN

UNDERSEA TUNNEL, WITH SPECIAL REFERENCE TO

ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS

Nobuhiro TAKADA15 and Satoshi YAMASHITA2>

(^Department of Immunology and Parasitology, Fukui Medical School,

Fukui 910-11, Japan ; ^Department of Parasitology,

Hirosaki University School of Medicine,

Hirosaki 036, Japan)

The effects of the opening of the Sei-Kan Undersea Tunnel the longest tunnel connecting

Hokkaido Island with Honshu, the main land, on the various fauna were assessed. As a link in

the chain of assessment, parasitic fauna of the Norway rat Rattus norvegicus inhabiting the living

sections in the tunnel were surveyed both in the Yoshioka (Hokkaido) and the Tappi (Honshu)

areas during the period from November 1980 to March 1983. The results summarized are as fol

lows :

1. In Tappi area, only three species of nematoda were found from 6 of 9 rats captured

at the 19 km point into the main tunnel from the entrance of the Honshu side. Trichosomoides

crassicauda were barely recovered from 2 of 11 rats at the 22 km point into the guide tunnel pa

ralleling the main tunnel. No intermediate hosts of trematoda or cestoda were detected. Conse

quently, it is suggested that the rat colonies have repeatedly propagated themselves remaining in the

tunnel and are nearly free from parasites.

2. In the Yoshioka area, Angiostrongylus cantonensis (4£, 6?) were detected from 1 of

2 rats at the bottom of the shaft slope 280m below sea level, which has been in frequent contact

with the outside of the tunnel, and its epidemiological importance was discussed.

3. Rats in and around each tunnel site have kept some species of the common endo- and

ectoparasites usually seen in their respective regions.

4. It is suggested that rats may be enabled to interchange or crossbreed through the tunnel

between Tappi and Yoshioka after the opening.
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